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あすか製薬ホールディングス誕生 ～トータルヘルスケアカンパニーを目指して～

　まず、あすか製薬第101期（2020年4月1日
から2021年3月31日まで）の事業概況につき
ましてご報告申しあげます。
　あすか製薬の連結会計年度の売上高は、主
力製品である「レルミナ」の大幅な伸長や「リフ
キシマ」の増加に加え、承継品である「マグセン
ト」の寄与等により薬価改定に伴う減収要因を
カバーし、前期から26億3千9百万円増加し
551億8千1百万円（前期比5.0%増）と増収と
なりました。利益面につきましては、売上高の増
加に加えて新型コロナウイルス感染症拡大に
伴う営業活動の自粛等による経費減少から、営
業利益36億９百万円（前期比139.5%増）、経
常利益30億９千２百万円（前期比80.2%増）、
親 会 社 株 主 に 帰 属 する 当 期 純 利 益 は 2 7
億１千３百万円（前期比317.7%増）といずれも
大幅な増益となりました。あすか製薬に対しご
支援を賜りました株主の皆さまには改めて厚く
御礼申しあげます。

　株主の皆さまには平素より
格別のご高配を賜り厚く御礼
申しあげますとともに、あす
か製薬ホールディングスとし
て初めての株主通信をお送り
するにあたりご挨拶申しあげ
ます。

（百万円）

経常利益
（百万円）

売上高 通期
（百万円）

営業利益中間 通期中間 通期中間
（百万円）

親会社株主に帰属する当期純利益 通期中間

0

500

1,500

1,000

2,000

2,500

3,000

0

3,500

3,000

2,500

2,000

1,500

1,000

500

0

10,000

20,000

30,000

40,000

60,000

50,000

4,500

3,750

2,250

750

3,000

1,500

0
第101期第99期

743

1,744

第100期

577 649

第101期第99期第101期第99期

960

1,782

1,980

1,078

第100期第101期第99期 第100期 第100期

869

1,715
23,477

46,706

26,582

52,542

746

1,507

27,403

55,181

1,946

3,609

1,952

3,092

1,552

2,713

あすか製薬財務ハイライト（連結）

（注）当期末の自己資本比率は53.9%です。

代表取締役社長

　さて、私どもは、2021年4月1日より、あすか
製薬、あすかアニマルヘルス、あすか製薬メディ
カルの3社を子会社とする「あすか製薬ホール
ディングス」として新たな一歩を踏み出しました。
　「あすか製薬ホールディングス」は、1920年
の創立当初からホルモン製剤のパイオニアとし
て医療に貢献してきた「あすか製薬」を中核に、
動物の健康を通じて人と動物の共生を目指す

「あすかアニマルヘルス」、最新のホルモン測定
技術を用いて検査や予防医療に貢献する「あす
か製薬メディカル」とともに、人間から動物まで
あらゆる生命と真摯に向き合う“トータルヘル
スケアカンパニー”となることを目指し、新たな
挑戦を続けてまいります。
　今後も社会からの期待に応えるとともに継続
的な企業グループの価値向上を追求するため、グ
ループ一丸となって邁進してまいりますので、
株主の皆さまにおかれましては、今後とも変わら
ぬご支援を賜りますようお願い申しあげます。

株主の皆さまへ



あすか製薬ホールディングス中期経営計画2025

外部環境の変化に対して「専門性」「生み出す力」「社会貢献」を軸に
「4つのビジョン」「7つの戦略」を立案し中期経営計画を策定

４つのビジョン

7つの戦略

1 2 3 4

医療用医薬品を軸に
事業スコープを拡大

オープンイノベーション
推進による業務革新

億円700 %8 %8
売上高（連結） 営業利益率（連結） ROE（自己資本利益率）

中核となる
国内医薬品事業の
スペシャリティ領域で
国内トップを確立

社会から信頼される
会社であり続ける

専門性 社会貢献生み出す力

スペシャリティファーマを基盤とする
トータルヘルスケアカンパニー

目指す姿

目標数値

　健康や生活に対する価値観の多様化やビジネス環境の変化が
急速に進む中、当社は機動的な意思決定とガバナンス強化を目
的として、「医療用医薬品」を中核に「動物用医薬品」「検査・診断」
の3つの事業によるホールディングス体制に移行し、2021年度
から新たに2025年度を最終年度とする中期経営計画をスタート
いたしました。
　今回の中計では社会から信頼される会社であり続けるために、

あすか製薬ホールディングス中期経営計画2025

「あすか製薬ホールディングス中期経営計画2025」を策定しました。
国内外において事業を展開するトータルヘルスケアカンパニーを目指してまいります。

■ ７つの戦略

■ 企業価値向上を目指した当社の選択

当社の中核となる国内医療用医薬品事業においてスペシャリ
ティ領域でリーディングカンパニーへと飛躍するとともに、オープ
ンイノベーションを活用して社会ニーズに応える医薬品を継続的
に生み出すことで医療に貢献し続けたいと考えております。さら
にこれまでの事業を軸に「予防、検査・診断、治療、予後」のヘルス
ケア市場全体にわたり、国内外において事業を展開するトータル
ヘルスケアカンパニーを目指していきます。

企業価値の最大化

オープンイノベーション

これまでの内分泌ホルモン研究で培ってきた
ノウハウ・技術を活かした事業展開

基 盤

産婦人科
泌尿器科
領域

内科
(消化器・甲状腺)
領域

事業軸の拡大
海外展開

ヘルスケア事業等

アニマル
ヘルス
事業 微量

ホルモン検査
事業

【 ホールディングス体制 】

あすか製薬　あすかアニマルヘルス　あすか製薬メディカル

スペシャリティ領域の取り組み強化による企業価値向上
● 産婦人科領域のリーディングカンパニーとして女性のQOL向上に貢献する
● 甲状腺領域において啓発活動を推進し、潜在患者に対する治療に貢献する
●アンメットメディカルニーズへの対応

先端創薬による新薬の継続的創出
●オープンイノベーションを活用して新薬を継続的に創出する
● グローバルベースの導出入・アライアンス活動を活発化させる

海外事業の展開
●アジアを中心に高品質な医薬品を展開しプレゼンスを向上する

トータルヘルスケア実現に向けた新たな価値提供
● 畜水産領域の繁殖・免疫と栄養の強みを伸ばし、
  コンパニオンアニマルの健康を支える
● 検査事業等で、新しいビジネスにチャレンジする

1 5

2 6

3 7
4

業務効率化、コスト削減、財務基盤の強化
● 原価低減を推進する
● DXに取り組み業務効率化を推進する

コンプライアンスの徹底と信頼性を重視する
組織風土の醸成
●コンプライアンスを徹底し社会からの信頼性を高める
● いついかなる時も高品質と安定供給を実現する
● HD体制の下でガバナンスを強化する

成長戦略を実現するための人材育成
● 新規事業や環境変化に対応できる人材を
  育成・獲得する
● 女性、キャリアやシニアなど、
  多様な人材が活躍できる環境づくりを行う

専門性

専門性

専門性

生み出す力

生み出す力

生み出す力

生み出す力

生み出す力社会貢献

社会貢献

社会貢献

専門性

■ SDGs（17項目）における当社取り組み課題



あすか製薬株式会社
先端の創薬を通じて
人々の健康と明日の医療に貢献する

動物の健康と食の安全を守ることにより、
人と動物が共生できる社会づくりに貢献する

最新の測定技術を通じて
豊かな健康社会づくりに貢献する

経営理念

トータルヘルスケア実現への取り組み

トータルヘルスケア実現への取り組み

トータルヘルスケア実現への取り組み

2025年度数値目標

2025年度数値目標

2025年度数値目標

経営理念

経営理念

産婦人科を中心に先発品比率70％を目標とする

各種啓発活動により潜在患者様の治療に貢献する

海外展開やヘルスケア事業等により事業軸を拡大する

コンパニオンアニマル対象の医薬品・サプリメント、
産業動物対象の飼料添加物等で

当中計期間中に5品目以上の上市を目指す

毛髪診断と甲状腺疾患検査により
事業を拡充する

売上高 600億円台

売上高 60億円超

売上高 5億円規模

あすかアニマルヘルス株式会社

株式会社あすか製薬メディカル

連結子会社事業方針

　2021年1月、あすか製薬はベトナム製薬企業として業界売上高
第2位のHataphar社の株式の24.9%を取得し、Hataphar社はあ
すか製薬の持分法適用関連会社となりました。戦略的パートナーと
して協業を開始し、東南アジアでの事業展開を加速して、当社の継
続的な成長発展と株主様にとっての価値向上を目指してまいります。
　今後、さらにHataphar社との戦略的パートナーシップを深め、東
南アジアでの事業展開を加速してまいります。

　あすか製薬は、あすか製薬ホールディングスの中核となる国内医薬
品事業においてスペシャリティ領域でリーディングカンパニーへ成長
するとともに、オープンイノベーションの推進により、社会が必要とす
る医薬品を生み出すことで医療に貢献し続けたいと考えております。
　また、アジアを中心に海外事業の展開を進め、近年の医薬品業界を
取り巻く環境の急速な変化に対応し、今後さらなる社会からの期待に
応えるとともに、継続的な企業価値の向上を追求してまいります。

　あすかアニマルヘルスでは、当社の強みである“繁殖・免疫と栄養”において、繁殖用ホルモ
ン剤やアミノ酸などの生理活性物質を活用し、畜水産物の生産性向上に取り組んでまいりま
す。さらにはイヌ及びネコ等のコンパニオンアニマルの健康維持に有用な動物用医薬品等の
研究・開発、製造、輸入、販売を通じて、生産農家様や医療関係者様に貢献してまいります。
　近年の世界的な食糧問題や貿易自由化を背景とした畜水産業界の変化や、コンパニオン
アニマルの製品需要の変化など、市場環境の急速なスピード変動に対応し、トータルヘルス
ケア実現に向けた新たな価値提供を通じて、企業価値の向上に取り組んでまいります。

　あすか製薬メディカルでは、これまでに培われた高度な技術と豊富なノウハウを活かし、ス
テロイドホルモンをはじめとする生理活性物質の測定を中心に、基礎研究、臨床研究、診断な
どの幅広い分野への貢献を目指しております。
　近年、予防医療・未病改善の重要性が高まる中、検査ニーズはますます多様化し、より広範
な領域にわたった高精度の検査が求められています。これらニーズに対して真摯に応え、「豊
かな健康社会づくり」に関わる企業として社会的責任を遂行していくことで、企業価値の向上
を目指してまいります。

　2021年4月、あすか製薬ホールディングスは、アンプル・バイアル
を主とする医薬品容器の製造・開発を主力事業としている日本硝子
産業株式会社の株式の20％以上を取得し、日本硝子産業株式会社
が持分法適用関連会社となりました。
　両社がこれまで蓄積してきた医薬品の製造能力や技術、ノウハウ
を相互活用することで、製造・品質管理の体制をより一層強化し、シ
ナジーを発揮することで、可能な限りコストを削減しながら生産性を
高め、有効性・安全性に優れた高品質な医薬品を安定的に提供して
まいります。

トピックス

Hataphar社（ベトナム）を持分法適用関連会社化 日本硝子産業株式会社を持分法適用関連会社化
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当社では、株主の皆さまの声をお聞かせいただくため、
アンケートを実施いたします。
お手数ではございますが、アンケートへのご協力をお願いいたします。

下記ＵＲＬにアクセスいただき、アクセスコード入力後に表示される
アンケートサイトにてご回答ください。所要時間は5分程度です。

株主の皆さまの声をお聞かせください

kabu@wjm.jpへ空メールを送信してください。
（タイトル、本文は無記入。）アンケート回答用の
URLが直ちに自動返信されます。

いいかぶ 検索検索

ＱＲコード読み取り機能のついた携帯電話をお使い
の方は、右のＱＲコードからもアクセスできます。
QRコードは株式会社デンソーウェーブの登録商標です。

携帯電話からも
アクセスできます

空メールにより
URL自動返信

http s: //ｗｗｗ.e-kabunushi .com
アクセスコード　4886

●アンケートのお問い合わせ 「e-株主リサーチ事務局」
MAIL：info@e-kabunushi.com

●アンケート実施期間は、本書がお手元に到着してから約2ヶ月間です。

※本アンケートは、株式会社 a2media（エー・ツー・メディア）の提供する
　「e-株主リサーチ」サービスにより実施いたします。
　（株式会社 a2mediaについての詳細 https://www.a2media.co.jp）
※ご回答内容は統計資料としてのみ使用させていただき、事前の承諾なしに
　これ以外の目的に使用することはありません。

株式の状況（2021年4月20日現在）

発行可能株式総数 90,000,000株

発行済株式の総数 30,563,199株

単元株式数 100株

株主数 7,792名

大株主（上位10位）（2021年4月20日現在）

株 主 名 所有株数（千株） 持株比率（％）

  1. 武田薬品工業株式会社 2,204 7.7

  2. 日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 1,968 6.9

  3. 株式会社日本カストディ銀行（信託口） 1,197 4.2

  4. ゼリア新薬工業株式会社 1,128 3.9

  5. 株式会社三菱UFJ銀行 1,100 3.8

  6. 山口 隆 871 3.0

  7. あすか製薬ホールディングス従業員持株会 540 1.8

  8. 株式会社ヤマグチ 536 1.8

  9. あいおいニッセイ同和損害保険株式会社 530 1.8

10. 日本生命保険相互会社 522 1.8

（注）1. 100％子会社のあすか製薬が当社株2,073,600株を保有しておりますが、会社法施行規則第67条に該
当する株主のため、大株主への記載と持株比率の算出からは除外しております。

　　2. 1.の保有株式は、2021年5月14日付で現物配当により当社が自己株式取得しております。

会社の概要（2021年6月24日現在）

社 名 あすか製薬ホールディングス株式会社
ASKA Pharmaceutical Holdings Co., Ltd.

設 立 2021年4月1日

資 本 金 11億9,790万円

従 業 員 数 781名（連結）（4月1日現在）

事 業 内 容 グループ会社の経営管理および
これに附帯する業務

本 社 〒108-8532 東京都港区芝浦二丁目5番1号

グ ル ー プ 会 社 あすか製薬株式会社
あすかアニマルヘルス株式会社
株式会社あすか製薬メディカル

持分法適用関連会社 NeoASKA Pharma Private Limited
Ha Tay Pharmaceutical Joint Stock Company
日本硝子産業株式会社

役員（2021年6月24日現在）

■ 取 締 役

代 表 取 締 役 社 長 山 口  　 隆
代 表 取 締 役 専 務 取 締 役 丸 尾 　 篤 嗣
代 表 取 締 役 専 務 取 締 役 山 口 　 惣 大
社 外 取 締 役 吉 村  𣳾 典
社 外 取 締 役 山 中 　 通 三
社 外 取 締 役 播 野 　 　 勤

■ 監 査 役

常 勤 監 査 役 熊 野 　 郁 雄
常 勤 監 査 役 福 井 　 雄一郎
社 外 監 査 役 木 村 　 高 男
社 外 監 査 役 福 地 　 啓 子

■ 執 行 役 員

常 務 執 行 役 員 加 藤 　 和 彦
執 行 役 員 軍 司 　 国 弘
執 行 役 員 齋 藤 　 淳 一
執 行 役 員 田 村 　 聖 彦
執 行 役 員 山 口 　 文 豊

●株式に関するお手続きについて
お手続き、ご照会等の内容 証券会社等に口座をお持ちの場合 特別口座＊の場合

・単元未満株式の買増・買取請求
・届出住所・姓名などのご変更
・配当金の受領方法・振込先のご変更

お取引の証券会社等に
お問い合わせください。

三菱UFJ信託銀行に
お問い合わせください。

・郵送物等の発送と返戻に関するご照会
・支払期間経過後の配当金に関するご照会
・株式事務に関する一般的なお問い合わせ
・特別口座に関するお問い合わせ

三菱UFJ信託銀行株式会社 証券代行部
東京都府中市日鋼町1-1
〒137-8081
新東京郵便局私書箱第29号
電話（通話料無料）0120-232-711
https://www.tr.mufg.jp/daikou/

特別口座＊　  株券電子化前に証券保管振替機構（ほふり）に預託していなかった株券の株主様の権利を保全するために、三菱
UFJ信託銀行に開設した口座です。特別口座に記録された株式をお持ちの株主様は「株式数比例配分方式」をお選
びいただくことができませんのでご注意ください。

●ご案内：少額投資非課税口座（NISA口座）における配当等のお受取りについて
新規に購入された当社株式をNISA口座でご所有される場合、配当等につき非課税の適用
を受けるためには、口座管理機関（証券会社等）を通じて配当等を受取る方式である「株式
数比例配分方式」をお選びいただく必要がございます。NISA口座に関する詳細につきまし
ては、お取引の証券会社等にお問い合わせください。

本　社　〒108-8532  東京都港区芝浦二丁目5番1号 
TEL.03（5484）8845㈹　FAX.03（5484）8844 
https://www.aska-pharma-hd.co.jp/


